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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月23日(2009.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検出対象画像の中から，検出対象らしさを示す評価値にもとづいて検出対象画像部分
を見つける検出手段，
　上記検出手段によって見つけられた検出対象画像部分の情報を記憶する記憶手段，
　上記検出手段によって見つけられた検出対象画像部分の個数が所定の個数以上となった
かどうかを判定する判定手段，および
　上記判定手段によって上記所定の個数以上となったと判定されたことに応じて，上記検
出手段によって見つけられた検出対象画像部分の個数が上記所定の個数未満となるように
上記記憶手段に記憶されている検出対象画像部分の情報を，所定の基準にもとづいた基準
値の低い順に消去する消去手段，
　を備えた検出対象画像検索装置。
【請求項２】
　上記評価値が見つけられた検出対象画像部分の大きさ，明るさ，彩度，位置，向き，傾
き，上記評価値および色相のうち少なくともいずれか一つにもとづくものである，
　請求項１に記載の検出対象画像検索装置。
【請求項３】
　上記検出対象画像部分が顔画像または赤目画像である，請求項１または２に記載の検出
対象画像検索装置。
【請求項４】
　被検出対象画像の中から検出対象画像部分を見つける検出手段，
　上記検出手段によって見つけられた検出対象画像部分が所定の個数となったかどうかを
判定する判定手段，
　上記判定手段によって所定の個数となっていないと判定されたことにより，上記検出手
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段によって見つけられた検出対象画像部分の情報を記憶装置に記憶する記憶制御手段，お
よび
　上記判定手段によって所定の個数となったと判定されたことにより，上記検出手段にお
ける処理を停止する検出処理制御手段，
　を備えた検出対象画像検索装置。
【請求項５】
　被検出対象画像の中から，検出対象らしさを示す評価値にもとづいて検出対象画像部分
を見つける検出手段および上記検出手段によって見つけられた検出対象画像部分の情報を
記憶する記憶手段を備えた検出対象画像検索装置において，
　上記検出手段によって見つけられた検出対象画像部分の個数が所定の個数以上となった
かどうかを判定し，
　上記所定の個数以上となったと判定されたことに応じて，上記検出手段によって見つけ
られた検出対象画像部分の個数が上記所定の個数未満となるように上記記憶手段に記憶さ
れている検出対象画像部分の情報を，所定の基準にもとづいた基準値の低い順に消去する
，
　検出対象画像検索装置の制御方法。
【請求項６】
　被検出対象画像の中から検出対象画像部分を見つけ，
　見つけられた検出対象画像部分が所定の個数となったかどうかを判定し，
　所定の個数となっていないと判定されたことにより，見つけられた検出対象画像部分の
情報を記憶装置に記憶し，
　所定の個数となったと判定されたことにより，上記検出処理を停止する，
　検出対象画像検索装置の制御方法。
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